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協賛金廃止に伴うお願い
平成24年6月　豊友会理事長　大薗士郎
豊友会は1985年に設立され、今日まで社の多大な援助のもとで健全に運営されてきました。これまでの社の支援および恩恵には心から感謝しています。

2012年3月末、社から豊友会本部に連絡があり、社の経営環境を熟考し2012年度の事業展開を検討した結果、今年度から豊友会に対する援助金である協賛金を廃止することにした、との内容でした。
社から詳細な説明はないものの、日ごろのニュースなどで次の事柄は自明です。
米国市場におけるアリセプトの販売額が、前年比で7％の規模に縮小しました。近くパリエットの特許も期限が来て無効になります。一方、日本国内では今春の薬価改定により、社は大手メーカーの中で11％という最大の切り下げを受けました。
創業以来「人を大切にする」伝統を誇るエーザイの経営状況の逼迫が、豊友会にまで及ばざるを得ないほど甚大であると理解し、経営状況の一日も早い回復を切に願うところです。
社は可能な限りの経費削減を実施中とのことで、資産売却も検討に含まれていると聞きます。最近のニュースにあったエーザイ・マシナリーの売却はその一例でしょう。社員の皆様のご苦労を想わざるにはいられません。
エーザイ退職者である私たちは、社の現況に思いをいたし、今後の豊友会を考える必要があります。
協賛金廃止に伴う豊友会財政を俯瞰してみます。
豊友会会員の入会金は2万円、年会費は2千5百円、社からのこれまでの協賛金は会員一人あたり年間1万2千円で、入会金を差し引いた合計額一人1万4千5百円で会は運営されてきました。年間予算は2千万円強でした。
今年度は協賛金がないため、安定収入は会員１千5百人の会費375万円に縮小します。これまでの6分の1の規模です。その結果、私達が豊友会活動に使用した費用の約8割を削減することが会を継続するための必須要件となりました。
そこで、次の事柄を今後の施策として平成24年度下期から実施いたします。
1． 会社から本部への協賛金の財源が消滅したため、交付金を見直す。
対応策として年度ごとの収入（年会費、入会金）から本部運営に必須分を確保し、残額に本部会計の繰越金（予備費）の一部を合わせ、各支部に分配する。分配（交付金）は会員数の構成比を基本にするものの、実際に活用できる金額を考慮し、分配の最小構成比は5％とする。そのため、東京支部には一部を拠出いただき、北海道、東北、九州の各支部に振り向ける。
2． 慶弔時に際しての費用を見直す。会員本人が逝去したときの弔電、喜寿のお祝いのみに縮小する。お祝いの内容は本部が今後検討する。
3． これまで、年会費2千5百円のほぼ全額は『豊友会だより』の印刷・送付に当ててきた。今後は『豊友会だより』の記事を絞り込み、ページ数を減らし、発行回数をこれまでの年2回から年1回（夏季号）にする。
4． 幸いに「ホームページ」が充実してきており、これまで『豊友会だより』に掲載してきた記事の一部を「ホームページ」に移行して掲載する。
5． 先輩の皆様に誠に申し上げにくいお願いをしなければならない。80歳以上の会員の皆様の年会費は無料でしたが、他の会員と同額の2千5百円の、有料とさせていただきたい。
6． 会員が年会費を納付する際の金融機関への手数料は、これまで豊友会本部が負担してきた。今後は納付の際、会員ご自身がご負担くださるように改めさせていただきたい。
このようなお願いを申し上げることにより支部の活動に大きい変化が及ぶことと思いますが、それぞれの支部・立場で工夫と削減をお願いします。
豊友会にとってはこれまでにない予想を上回る変化が現実になりました。一方で視点を変え、社で現業に携わっておられる方々は年金で暮らす私たちよりもはるかに厳しい現実に置かれていることに思いを馳せたいものです。
朝が来ない夜はなく、あがらない雨はありません。私たちが現役であった時、創業者内藤豊次様が創作され、社員が折にふれ熟読したコードの一節『不況来』を思い出します。
豊友会は、今は、財政規模を縮小せざるを得ません。そして今こそ私達一人ひとりが、社業を通じて学ぶうちに身につけた知恵を呼び起こし、明るく前に向かって進むエーザイらしさを保ち、充実感と懐かしさを味わえる身の丈にあった豊友会を作っていくときです。晴れた日が必ず巡って来ることを信じ、社の繁栄を心から祈り、28年目を迎えた豊友会の楽しい集いを続けたいと思います。
ご理解とご協力を心からお願い申し上げる次第です。（以上）
